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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第126期
第３四半期
連結累計期間

第127期
第３四半期
連結累計期間

第126期

会計期間
自 2019年４月１日

至 2019年12月31日

自 2020年４月１日

至 2020年12月31日

自 2019年４月１日

至 2020年３月31日

売上高 （百万円） 17,387 15,294 22,538

経常利益 （百万円） 628 118 759

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

（百万円） 379 802 528

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 445 748 583

純資産額 （百万円） 17,376 18,078 17,514

総資産額 （百万円） 36,144 34,822 35,386

１株当たり四半期（当期）
純利益金額

（円） 12.27 25.90 17.06

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 45.9 49.6 47.3
 

 

回次
第126期
第３四半期
連結会計期間

第127期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 2019年10月１日

至 2019年12月31日

自 2020年10月１日

至 2020年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 3.81 30.28
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　「潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額」については、潜在株式が存在しないため、記載して

おりません。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の

内容について、重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。　
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性がある

うと認識している主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について

の重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 
(1)　財政状態及び経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の流行拡大の影響により、個人

消費、設備投資などが急激に減少するなどマイナス成長が続いております。５月の緊急事態宣言解除後は、感染

者について小康状態が続き経済状態は徐々に持ち直しつつありましたが、昨年末から、再び新型コロナウイルス

感染症の流行が拡大するなど予断を許さない状況が続いております。

当社グループにおきましては、こうした経済状況の中で新型コロナウイルス感染防止に留意しながら販売活動

を展開するとともに、コスト競争力の一層の向上を目指して取り組んでまいりました。

しかしながら新型コロナウイルス感染症の影響は大きく、結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は

15,294百万円（前年同四半期比12.0％減）となりました。損益面では、営業利益は47百万円（前年同四半期比

90.1％減）、経常利益は118百万円（前年同四半期比81.1％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は、東京事

業所の移転により旧事業所を売却したことによる固定資産売却益1,042百万円を計上したことにより、802百万円

（前年同四半期比111.1％増）となりました。

 
　セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

（塗料事業）

アルミ電着塗料分野は、新型コロナウイルス感染症の影響による需要減から主要顧客が減産しており、売上高

は減少いたしました。

　工業用電着塗料分野は、住宅建材、鋼製家具、電気機器向けなどの出荷が新型コロナウイルス感染症の影響で

落ち込み、売上高は減少いたしました。　

粉体塗料分野は、水道資材向けなどが堅調に推移したものの、主力の鋼製家具、車両関連向けが新型コロナウ

イルス感染症の影響を受けたため、売上高は減少いたしました。

工業用塗料分野は、主力の形鋼向け出荷は生産稼働が回復傾向にあり、また工作機械向けは中国向け出荷が堅

調に推移したものの、新型コロナウイルス感染症の影響で復調しきれず、売上高は減少いたしました。

建築塗料分野は、新型コロナウイルス感染症による需要減の影響が続いており、売上高は減少いたしました。

　防食塗料分野は、公共工事向けの橋梁メンテナンスが好調だったものの、新型コロナウイルス感染症の影響に

より民間工事向け・新設向け物件の工事受注が減少し、売上高は減少いたしました。

　道路施設用塗料分野は、新型コロナウイルス感染症の影響で低調に推移していたものの、10月以降好天が続

き、工事受注が伸長したため、主力のすべり止め材、溶融材が好調で、売上高は前年並みとなりました。

　軌道材料製品分野は、整備新幹線向け出荷が堅調に推移した他、道床安定剤の出荷増などにより、売上高は増

加いたしました。

　自動車用塗料分野は、新型コロナウイルス感染症の影響から回復しつつあるものの、主力顧客の減産により、

売上高は減少いたしました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

この結果、塗料事業の売上高は13,823百万円（前年同四半期比13.7％減）、経常利益は115百万円（前年同四半

期比81.1％減）となりました。

（化成品事業）

受託生産している化成品事業の売上高は1,470百万円（前年同四半期比7.3％増）、経常利益は２百万円（前年

同四半期比80.2％減）となりました。
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当社グループの当第３四半期連結会計期間末における財政状態につきましては、総資産は、前連結会計年度末

に比べ現金及び預金が730百万円、電子記録債権が170百万円、受取手形及び売掛金が217百万円増加し、有形固定

資産が1,330百万円減少したこと等により、34,822百万円（前連結会計年度末比563百万円減）となりました。

負債は、前連結会計年度末に比べ電子記録債務が362百万円増加し、短期借入金が1,052百万円、長期借入金が

333百万円、未払法人税等が94百万円減少したこと等により、16,743百万円（前連結会計年度末比1,128百万円

減）となりました。

純資産（非支配株主持分を含む）は、前連結会計年度末に比べ利益剰余金が136百万円、土地再評価差額金が

511百万円増加したこと等により、18,078百万円（前連結会計年度末比564百万円増）となりました。

 
 

(2)　経営方針、経営戦略等

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針、経営戦略等について重要な変更は

ありません。

 
(3)　優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重

要な変更はありません。

 

(4)　研究開発活動

当第３四半期連結累計期間における当社グループが支出した研究開発費の総額は176百万円であります。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等は行われておりません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 112,000,000

計 112,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(2020年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2021年２月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 31,000,000 31,000,000
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は100株であります。

計 31,000,000 31,000,000 － －
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
 

(百万円)

資本金残高
 

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

2020年12月31日 ─ 31,000 ─ 2,255 ─ 585
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載すること

ができませんので、直前の基準日である2020年９月30日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

2020年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）  

－ －
　普通株式 22,800

完全議決権株式（その他） 普通株式 30,971,100 309,711 －

単元未満株式 普通株式 6,100 － －

発行済株式総数  31,000,000 － －

総株主の議決権  － 309,711 －
 

(注) 「完全議決権株式(その他)」の「株式数」の欄には証券保管振替機構名義の普通株式が6,000株含まれておりま

す。また、「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る普通株式の議決権が60個含まれており

ます。

 

② 【自己株式等】

2020年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）

神東塗料株式会社
兵庫県尼崎市南塚口町
六丁目10番73号

22,800 － 22,800 0.07

計 － 22,800 － 22,800 0.07
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書の提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。

（１）新任役員
 

役職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式数

 （株）
就任年月日

取締役 矢倉昌子
1960年

３月22日

1987年４月

2000年４月

2020年６月

2021年１月

大阪弁護士会登録

アスカ法律事務所開設（現）

田岡化学工業株式会社社外取締役

（監査等委員）（現）

当社取締役（現）

(注)２ －
2021年

１月20日

 

（注）１.取締役　矢倉　昌子は、社外取締役であります。
　　 ２.取締役の任期は、就任の時から2021年３月期に係る定時株主総会終結の時までであります。
 
（２）退任役員
 

役職名 氏名 年月日

取　締　役 紙　谷　忠　幸
2020年８月30日
（死亡による退任）

 

 
（３）異動後の役員の男女別人数及び女性の比率
 
男性11名　女性1名　（役員のうち女性の比率8.3％）
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2020年10月１日から2020年

12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表

について、有限責任 あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,165 3,895

  受取手形及び売掛金 5,759 ※２  5,977

  電子記録債権 1,195 ※２  1,365

  商品及び製品 2,014 1,892

  原材料及び貯蔵品 670 635

  その他 252 225

  貸倒引当金 △10 △11

  流動資産合計 13,047 13,980

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 2,113 1,965

   機械装置及び運搬具（純額） 1,054 1,049

   土地 15,803 14,586

   その他（純額） 304 343

   有形固定資産合計 19,276 17,946

  無形固定資産 343 234

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,873 1,815

   その他 847 846

   貸倒引当金 △0 △0

   投資その他の資産合計 2,719 2,661

  固定資産合計 22,339 20,842

 資産合計 35,386 34,822
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 4,262 ※２  4,401

  電子記録債務 1,009 ※２  1,371

  短期借入金 3,583 2,530

  未払法人税等 125 31

  賞与引当金 265 124

  役員賞与引当金 11 9

  その他 730 730

  流動負債合計 9,987 9,199

 固定負債   

  長期借入金 1,590 1,257

  再評価に係る繰延税金負債 3,910 3,910

  役員退職慰労引当金 8 9

  退職給付に係る負債 1,763 1,821

  その他 611 544

  固定負債合計 7,884 7,543

 負債合計 17,872 16,743

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,255 2,255

  資本剰余金 585 585

  利益剰余金 5,818 5,954

  自己株式 △4 △4

  株主資本合計 8,654 8,790

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 117 140

  土地再評価差額金 7,929 8,440

  為替換算調整勘定 5 △124

  退職給付に係る調整累計額 15 17

  その他の包括利益累計額合計 8,067 8,473

 非支配株主持分 791 814

 純資産合計 17,514 18,078

負債純資産合計 35,386 34,822
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(2) 【四半期連結損益及び包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

売上高 17,387 15,294

売上原価 13,982 12,476

売上総利益 3,405 2,817

販売費及び一般管理費   

 発送費 446 386

 広告宣伝費及び販売促進費 77 47

 従業員給料及び手当 869 869

 賞与引当金繰入額 54 54

 退職給付費用 50 51

 減価償却費 94 106

 試験研究費 185 176

 その他 1,148 1,078

 販売費及び一般管理費合計 2,926 2,770

営業利益 478 47

営業外収益   

 受取利息 0 0

 受取配当金 23 17

 受取賃貸料 17 15

 持分法による投資利益 114 29

 その他 6 18

 営業外収益合計 162 80

営業外費用   

 支払利息 6 5

 支払補償費 3 2

 その他 2 0

 営業外費用合計 12 8

経常利益 628 118

特別利益   

 固定資産売却益 － 1,042

 特別利益合計 － 1,042

特別損失   

 固定資産除却損 1 4

 減損損失 － ※１  157

 特別損失合計 1 161

税金等調整前四半期純利益 626 999

法人税等 181 144

四半期純利益 445 854

（内訳）   

親会社株主に帰属する四半期純利益 379 802

非支配株主に帰属する四半期純利益 65 52
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           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △2 28

 為替換算調整勘定 △2 △87

 退職給付に係る調整額 0 1

 持分法適用会社に対する持分相当額 4 △49

 その他の包括利益合計 0 △106

四半期包括利益 445 748

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 388 697

 非支配株主に係る四半期包括利益 57 51
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【注記事項】

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 （税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期当期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用して

おります。

 
(追加情報)

（重要な会計上の見積り）

前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）（重要な会計上の見積り）に記載した新型コロナウイルス感染

症の今後の広がり方や収束時期等を含む仮定について重要な変更はありません。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

１  保証債務

　当社の持分法適用会社である神之東塗料貿易（上海）有限公司に対して債務保証を行っていますが、前連結会計年

度末及び当第３四半期連結会計期間末時点において借入金及び保証の実行残高はありません。

 

※２ 四半期連結会計期間末日満期手形等の会計処理については、手形交換日又は決済日をもって決済処理しておりま

す。

　　　なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

受取手形 －百万円 229百万円

電子記録債権 －百万円 95百万円

支払手形 －百万円 69百万円

電子記録債務 －百万円 303百万円
 

 

(四半期連結損益及び包括利益計算書関係)

※１　減損損失

 前第３四半期連結累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年12月31日）

　　　該当事項はありません。

 
 当第３四半期連結累計期間（自 2020年４月１日 至 2020年12月31日）

当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上いたしました。

 
場所 用途 種類 金額（百万円）

東京都 事業用資産

建物及び構築物 ７

土地 25

有形固定資産「その他」 ０

無形固定資産 123
 

当社グループは、事業の区分をもとに概ね独立したキャッシュ・フローを生み出す最小の単位にて資産のグルー

ピングをしております。

上記の資産については、売却の意思決定を行ったため、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損

損失（157百万円）として認識いたしました。

なお、回収可能価額は正味売却価額により測定しており、その価額は売却見込価額により算定しております。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連

結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
 至 2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
 至 2020年12月31日)

減価償却費 451百万円 463百万円
 

 

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年12月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年５月15日
取締役会決議

普通株式 154 5.00 2019年３月31日 2019年６月12日 利益剰余金
 

 

２  基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

 

 

当第３四半期連結累計期間（自 2020年４月１日 至 2020年12月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年５月15日
取締役会決議

普通株式 154 5.00 2020年３月31日 2020年６月９日 利益剰余金
 

 

２  基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年12月31日）

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 
報告セグメント

合計
塗料事業 化成品事業 計

売上高 16,016 1,370 17,387 17,387

セグメント利益 613 14 628 628
 

 

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

利    益 金    額

報告セグメント計 628

四半期連結損益及び包括利益計算書の経常利益 628
 

 

３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。

 

 

当第３四半期連結累計期間（自 2020年４月１日 至 2020年12月31日）

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 
報告セグメント

合計
塗料事業 化成品事業 計

売上高 13,823 1,470 15,294 15,294

セグメント利益 115 2 118 118
 

 

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

利    益 金    額

報告セグメント計 118

四半期連結損益及び包括利益計算書の経常利益 118
 

 

３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　（固定資産に係る重要な減損損失）

塗料事業セグメントにおいて、固定資産の減損損失を計上しております。

なお、減損損失の計上額は当第３四半期連結累計期間において、157百万円であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
 至 2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
 至 2020年12月31日)

１株当たり四半期純利益 12.27円 25.90円

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益(百万円) 379 802

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益(百万円)

379 802

普通株式の期中平均株式数(千株) 30,977 30,977
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2021年２月12日

神東塗料株式会社

取締役会  御中

 

有限責任　あずさ監査法人

　 大阪事務所
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 俣　　野　　広　　行 印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 中　　村　　美　　樹 印

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている神東塗料株式会

社の2020年４月１日から2021年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2020年10月１日から2020年12

月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、神東塗料株式会社及び連結子会社の2020年12月31日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重

要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以 上

 
 

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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